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項目
時期 層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 上層 下層
施工前 H18年3月 11.0 10.9 31.0 31.0 10.5 10.4 8.2 8.2
約1ヵ月後 H18年9月 24.7 24.7 27.0 28.0 4.5 4.4 7.6 7.6
約1年後 H19年8月 29.7 29.9 25.8 26.0 7.8 7.7 7.9 7.9
約2年後 H20年9月 28.4 26.5 22.0 21.4 10.6 9.5 8.1 8.0
約3年後 H21年9月 23.5 23.6 32.1 32.3 4.1 3.0 8.1 8.1
約4年後 H22年9月 26.9 26.9 24.1 24.2 4.2 4.2 7.7 7.7
約5年後 H23年9月 27.6 27.2 22.1 22.2 11.6 11.0 9.1 9.0
約5年8ヶ月後 H24年4月 18.5 18.4 30.9 30.9 6.5 6.5 7.8 7.7
約6年後 H24年9月 29.3 28.8 24.0 27.6 4.2 1.8 7.8 7.9

水温(℃) 塩分 DO(mg/L) ｐH

項目 水温 塩分 DO ｐH
時期 ℃ ㎎/L
施工前 H18年3月 12.0 30.6 10.1 8.2
約1ヵ月後 H18年9月 26.0 27.4 5.3 7.6
約1年後 H19年8月 31.1 26.1 7.8 7.8
約2年後 H20年9月 30.3 9.9 13.2 8.4
約3年後 H21年9月 24.1 32.2 3.7 8.1
約4年後 H22年9月 27.0 24.1 4.4 7.7
約5年後 H23年9月 27.6 20.2 8.6 8.9
約5年5ヵ月後 H24年1月 7.0 30.7 11.6 8.5
約5年8ヶ月後 H24年4月 18.5 30.5 6.3 7.8
約6年後 H24年9月 29.3 24.0 4.2 7.8

資料ー１資料ー１..生物調査時の水質測定結果（生物調査時の水質測定結果（11工区測線工区測線No.82No.82））

石積みのり先（石積みのり先（2020～～30m30m付近）付近）

沖合（沖合（100m100m付近）付近）

資-1

①① 捨石周辺の潮間帯生物、底生生物の状況捨石周辺の潮間帯生物、底生生物の状況
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中潮帯付近の岩表面に着生する
マガキ（殻長1cm前後）

捨石のり先付近の
ホンビノスガイ、シオフキガイ

低潮帯付近で高被度のマガキ
（最高被度７０％）

新たに海側の被覆石を施工新たに海側の被覆石を施工

資料－２. ２工区、乱積み部、L-2の生物調査結果

（１）２工区(施工後約5年)の状況
塩浜二丁目

1工区
（No.82)

L-2
（No.58)

2工区
（No.46)



②② ２工区２工区(No.46)(No.46)におけるにおける
潮間帯動物の種類数潮間帯動物の種類数

２工区における施工後の潮間帯動物の種類数比較（ベルトトランセクト法）
種類数／0.25㎡

※種類数には魚類を含む。

H24年8月までに海側被覆石を施工。低潮帯では早くもマガキなどの潮間帯動物の
着生が確認された。
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③２工区(No.46)における潮間帯動物の定着状況（低潮帯）※魚類は除く。 個体数／㎡
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マガキ イワフジツボ シロスジフジツボ タテジマフジツボ ヨーロッパフジツボ 尋常海綿綱 カンザシゴカイ科

ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ - - - - - 144 - - 132 - - - - - - - -

イボニシ - 16 - - 68 16 12 20 - 4 12 - 12 - 8 8 4

ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ 16 16 - - 60 - - - - - - - - - - - -

アサリ 8 - - - - - - - - - - - - - - - -

ｸﾛｶﾞﾈｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ 4 - - - - - - - - - - - - - - - -

ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - - - - - - - - 4 - - 8 16 - 16 8 -

ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 4 - - - - - - - - 8 - - 4 - - 4 -

ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ - 12 - - - 4 - - 16 - - - - - - - -

ヤドカリ類 16 8 4 36 - - - 8 - 4 4 - 8 4 - - 4

ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ 12 - - 12 12 4 - 12 8 4 - - 8 - 4 - -

ヒライソガニ 4 - - - - - - - - - - - - - - - -

アミ科 - - - ○ - - ○ ○ - - - - - - - - -

スジエビ属 - - - - - - - - - 4 - - 12 - - - -

ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ類 - - - 20 - - - - - - - - - - - - -
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④２工区(No.46)における潮間帯動物の定着状況（中潮帯）※魚類は除く。 個体数／㎡
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マガキ イワフジツボ シロスジフジツボ タテジマフジツボ ムラサキイガイ

タマキビガイ 464 - - - - 888 1,200 - 120 - - 16 8 - 4 8 -

イボニシ 24 4 - - 8 - - 4 - 4 - - 16 8 8 32 -

カラマツガイ - - - - - - - - - - - - - - - - -

レイシガイ - - - - 8 - - - - - - - - - - - -

アラムシロガイ - - 4 - - - - - - - - - - - - - -

フナムシ属 - - - - - - - - - - - - - - - 28 -

ヤドカリ類 12 - - - - - 8 16 - 8 4 - - 4 - - -

ケフサイソガニ - 4 - 4 - - 4 8 - - - - - 4 4 - -

アミ科 - - - - - - - ○ - - - - - - - - -

ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - - - - - - - - 4 - - 4 24 - - 12 -

中

詰

め

捨

石

施

工

(群れ で確 認)

-0.20
0.20
0.60
1.00
1.40
1.80
2.20

H19.4 H19.8 H20.1 H20.4 H20.9 H21.1 H21 .4 H21.9 H22.1 H22.4 H22 .9 H23.1 H23.4 H23.9 H24 .1 H24.4 H24.9

潮
位

　
A
.P

.(m
) H.M.L

M.S.L

L.WL

調査時
の潮位

調査時の潮位

中潮帯の観察範囲

被

覆

石

施

工

個体数／㎡⑤２工区(No.46)における潮間帯動物の定着状況（高潮帯）
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カラマツガイ 4 - - - - - - - - - - - - - - - -
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⑥⑥ ２工区２工区(No.46)における潮間帯における潮間帯植物の定着状況の定着状況
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（2） 乱積み施工部
（施工後約5年後）の状況
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昨年夏季調査(H23年9月)と
ほぼ同様の出現状況であった。

高潮帯付近の岩表面に付着する
タマキビガイ

低潮帯のチチブ、イソガニ、
スジエビ属

捨石のり先の砂底域で確認された
アサリ

高～中潮帯の岩表面に付着する
イワフジツボ、タマキビガイ

乱積部周辺の状況



資-9資-9

（3） L-2（測線No.58、施工後約4年3ヵ月）の状況

高潮帯付近で確認したイワフジツボ、
シロスジフジツボ

中潮帯付近で高被度のマガキ
（最高被度８０％）

低潮帯付近のマガキ、スジエビ属
捨石のり先周辺で確認された
ホンビノスガイ、アサリ

L-2周辺の状況

昨年夏季調査(H23年9月)と
ほぼ同様の出現状況であった。

測　点

採取年月日
施工前後時期

項目 採取位置

 軟体動物門 9 3 2 5 7 7 3 6

 環形動物門 7 2 9 3 4 1 1 7

 節足動物門 10 4 5 4 6 5 4 6
 その他 2 0 0 1 3 1 1 1

 合 計 28 9 16 13 20 14 9 20

 軟体動物門 367 290 497 1,917 428 96 189 304

 環形動物門 22 4 46 43 6 10 4 41

 節足動物門 242 91 57 200 173 255 1,055 401
 その他 9 0 0 6 11 1 1 13

 合 計 640 385 600 2,166 618 362 1,249 759

 軟体動物門 645.71 441.48 1,623.57 1,576.23 62.69 4.42 54.39 202.70

 環形動物門 1.22 0.06 0.79 0.68 0.20 0.81 0.03 0.62

 節足動物門 7.79 4.03 3.13 2.69 5.55 4.51 36.53 18.97
 その他 0.21 0.00 0.00 0.53 1.36 0.04 0.01 1.04

 合 計 655 446 1,627 1,580 70 10 91 223

ﾏｶﾞｷ ﾏｶ゙ ｷ ﾏｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾏｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ

629.59 (96.1) 428.01 (96.1) 1614.25 (99.2) 1,539.00 (97.4) 25.09 (35.9) 4.38 (44.8) 52.37 (57.6) 174.15 (78.0)
ｲﾎﾞﾆｼ ｲﾎ゙ ﾆｼ ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ ｲﾎﾞﾆｼ ﾏｶﾞｷ ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｲﾎﾞﾆｼ

5.78 (0.9) 13.44 (3.0) 9.32 (0.6) 17.83 (1.1) 20.76 (29.7) 2.77 (28.3) 19.00 (20.9) 22.22 (9.9)
ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ﾚｲｼｶﾞｲ ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ

5.06 (0.8) 3.99 (0.9) 2.51 (0.2) 13.05 (0.8) 16.25 (23.3) 0.88 (9.0) 16.40 (18.0) 18.78 (8.4)

2.2 0.7 1.4 0.7 1.2 1.5 1.5 1.9

湿
重
量

種
類
数

多様度指数

施工後4年

個
体
数

施工後3年施工前1年 施工後1ヵ月 施工後1年 施工後2年

A.P.+0.8m

施工後5年 施工後6年

A.P.+0.7m

H21年9月 H22年9月 H23年9月 H24年9月

L-1-1 1工区中潮帯

H17年7月 H18年9月 H19年8月 H20年9月

A.P.+0.8m A.P.+0.8mA.P.+0.8m A.P.+0.8m A.P.+0.8m A.P.+0.8m

主な出現種
湿重量(組成比・％)

測　点
採取年月日

施工前後時期

項目 採取位置

 軟体動物門 5 11 7 7 7 7 9
 環形動物門 0 8 3 15 12 6 12
 節足動物門 2 7 3 3 8 6 9
 その他 1 3 1 1 3 3 4
 合 計 8 29 14 26 30 22 34

 軟体動物門 158 222 15 54 42 1409 119
 環形動物門 0 222 49 1040 339 509 277

 節足動物門 30 149 4 944 573 500 912
 その他 2 3 1 4 78 7 10

 合 計 190 596 69 2042 1032 2425 1318

 軟体動物門 56.78 2858.70 382.77 21.67 18.50 231.65 38.80
 環形動物門 0 12.33 0.34 24.58 4.61 3.18 3.08
 節足動物門 1.54 8.21 0.48 8.54 4.13 50.821 9.96
 その他 0.01 0.31 0.04 5.98 110.82 0.78 3.75
 合 計 58.33 2879.55 383.63 60.77 138.06 286.431 55.59

ﾏｶﾞｷ ﾏｶ ｷ゙ ﾏｶﾞｷ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｼﾛﾎﾞﾔ ﾏｶﾞｷ ｲﾎﾞﾆｼ
55.02 (94.3) 2,802.78 (97.3) 380.00 (99.1) 18.30 (30.1) 102.35 (74.1) 94.34 (32.9) 23.21 (41.8)

ﾎﾄﾄｷ゙ ｽｶ ｲ゙ ｲﾎ ﾆ゙ｼ ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ ﾏｶﾞｷ ｲﾎ ﾆ゙ｼ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ﾏｶﾞｷ
1.48 (2.5) 49.55 (1.7) 2.15 (0.6) 8.92 (14.7) 7.84 (5.7) 69.72 (24.3) 9.38 (16.9)

ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ｱｼﾅｶﾞｺ ｶ゙ｲ ｱﾗﾑｼﾛｶ゙ ｲ ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ｲﾀ ﾃ゙ﾝｷﾞﾝﾎﾟ ﾐﾄﾞﾘｲｶ゙ ｲ ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ

1.27 (2.2) 11.70 (0.4) 0.58 (0.2) 7.55 (12.4) 7.03 (5.1) 39.35 (13.7) 9.37 (16.9)
1.3 2.1 1.5 1.5 2.4 2.2 1.9

湿
重
量

主な出現種
湿重量(組成比・％)

種
類
数

多様度指数

個
体
数

A.P.+0.0m A.P.+0.0m A.P.+0.0m A.P.+0.0mA.P.+0.0m A.P.+0.0m A.P.+0.0m

H24年9月
施工後1ヵ月 施工後1年 施工後2年 施工後3年 施工後4年 施工後5年 施工後6年

1工区低潮帯
H18年9月 H19年8月 H20年9月 H21年9月 H22年9月 H23年9月

資料ー３資料ー３..潮間帯動物の定量採取・分析結果の概要一覧表潮間帯動物の定量採取・分析結果の概要一覧表

資-10資-10



-100102030405060708090100

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

5.2

3.6

1.3

-0.3

-0.2

-0.2

-0.2

-0.2

-0.2

-0.1

-0.1

5.0

3.5

0.0

0.3

0.2
0.2

-0.1

-0.2

-0.6

-0.3

-0.2

-0.1

4.9

3.6

0.3

-0.1

-0.1

0.1

0.0

-0.2

-0.2

-0.2

-0.1

4.9

3.4

0.3

-0.3

-0.2

0.0

0.0

0.0

-0.2

-0.2

-0.1

4.8

0.3

-0.3

-0.3

0.0

0.2

0.1

-0.1

-0.2

-0.2

3.6

2.6

0.3

-0.3

-0.3

-0.1

0.0

-0.1

-0.2

-0.3

-0.3

3.4

3.5

-0.3

-0.2

-0.3

-0.2

0.0

0.0

0.0

-0.2

-0.2 -1
-0.9
-0.8
-0.7
-0.6
-0.5
-0.4
-0.3
-0.2
-0.1
-0.05
0.05
0.1
0.2
0.3
0.4
0.5
0.6
0.7
0.8
0.9
1

１工区周辺域の面的な海底地形の変化１工区周辺域の面的な海底地形の変化

平成18年3月（施工前）とと平成24年9月（施工後約6年）の比較の比較

資料－４．地形調査結果関連図表

砂つけ試験

--1.5m1.5m

--1.5m1.5m

--1.0m1.0m

--0.5m0.5m

--1.0m1.0m

澪筋の斜面で
地盤低下傾向

澪筋の
最深部

地盤高上昇（地盤高上昇（mm））

（堆積）（堆積）

地盤高低下（地盤高低下（mm））

（侵食）（侵食）

--1.5m1.5m

--1.0m1.0m

--1.5m1.5m
--1.5m1.5m
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地形調査 施工前後の横断形状（L-2、2工区）
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横　断　図 No.46（２工区）
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H21年9月

H22年9月

H23年9月

H24年9月

測線Ｌ－２測線Ｌ－２

((測線測線No.58)No.58)

２工区２工区

((測線測線No.46)No.46)

H20年6月に捨石(中詰め)が施工された。著しい地形変化や一定の傾向はみられない。

塩浜二丁目
1工区
（No.82)

L-2
（No.58)

2工区
（No.46)

H24年5～8月に被覆石が施工された。著しい地形変化や一定の傾向はみられない。

※H23年9月の測量結果は、地震による市川海岸一帯（全体）で沈下した量は考慮していない。

横　断　図 No.58（測線L-2）
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対照測線Ｌ－３対照測線Ｌ－３

((測線測線No.34)No.34)

護岸改修範囲から約100m離れた位置の測線である。
追加距離30ｍ付近で地盤が低下した箇所が見られる。

塩浜二丁目
1工区
（No.82)

L-2
（No.58)

2工区
（No.46)

L-3
（No.34)

※ H23年4月と、 H23年9月測量の結果は、地震による市川海岸一帯（全体）で沈下した量は考慮していない。

地形調査 対照測線L-3（施工部外）の横断形状の変化
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横断図 No.34（対照測線L-3）
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護岸改修範囲前面の地形変化の状況

（１）（１） H23H23年年99月～月～H24H24年年99月の月の11年間の地形変化年間の地形変化
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近年1年間は、主に澪筋の護岸寄り（水深-1m）で地盤の上昇、澪筋の沖
合（水深-1～-1.5m）で地盤の低下する箇所が見られる。
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（２）（２） H19H19年年99月～月～H24H24年年99月の５年間の地形変化月の５年間の地形変化
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凡例凡例
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改修範囲全域の測量を開始したH19年9月を基準とした5年間の変化は、澪筋の斜面（水
深-0.5～-1.5mの範囲）で地盤が低下している範囲がみられる。

沖合500m区間の地形調査結果

500m

No.82No.58No.34
測線位置図
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100mより沖合では、前回H24年4月と比較して
-10～+10cm程度の変化であった。

1工区(No.82)

これまでの
横断図の

重ね合わせ

（参考）
H23 年 9 月 から
H24年4月までの
地盤高変化量

前回H24年4月か
らH24年9月まで
の地盤高変化量

※H23年4月及びH23年9月の測量結果は、地震による市川海岸一帯（全体）で沈下した量は考慮していない。

1工区(No.82)沖のH24.4～24.9の地盤高変化量
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1工区(No.82)沖のH23.9～24.4の地盤高変化量

-0.5

0.0

0.5

0 100 200 300 400 500離岸距離(m)

地
盤

高
変

化
量

(m
)

1工区(No.82)

-2

-1

0

1

2

3

4

5

6

0 100 200 300 400 500
離岸距離(m)

標
高

 A
.P

.(
m

)

H20年4月 H20年9月

H21年4月 H21年9月
H22年4月 H22年9月

H23年4月 H23年9月

H24年4月 H24年9月

石

積
み

澪筋



500m

No.82No.58No.34
測線位置図沖合500m区間の地形調査結果
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（参考）
H23 年 9 月 から
H24年4月までの
地盤高変化量

測線L-2 
（No.58)

これまでの
横断図の

重ね合わせ

100mより沖合では、前回H24年4月と比較して
-10～+10cm程度の変化であった。

※H23年4月及びH23年9月の測量結果は、地震による市川海岸一帯（全体）で沈下した量は考慮していない。

L-2(No.58)沖のH24.4～24.9の地盤高変化量
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測線位置図沖合500m区間の地形調査結果
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対照測線
L-3 (No.34)

これまでの
横断図の

重ね合わせ

（参考）
H23 年 9 月 から
H24年4月までの
地盤高変化量

前回H24年4月か
らH24年9月まで
の地盤高変化量

100mより沖合では、前回H24年4月と比較して
±0～+10cm程度の変化であった。

※H23年4月及びH23年9月の測量結果は、地震による市川海岸一帯（全体）で沈下した量は考慮していない。

対照測線L-3(No.34)沖のH24.4～24.9の地盤高変化量
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資料－５.底質（粒度組成）

調査結果関連図表
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-3

-2

-1

0

1

2

3

4

5

6

-10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

追加距離(m)

A.P.(m)
H18年3月
H18年9月

H19年9月
H20年9月

H21年9月
H22年9月
H23年9月

H24年9月

石積護岸

資-20資-20

0%

20%

40%

60%

80%

100%

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0%

20%

40%

60%

80%

100%

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0%

20%

40%

60%

80%

100%

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

塩浜二丁目

1工区
（No.82)

L-2
（No.58)

2工区
（No.46)

測線Ｌ－２測線Ｌ－２((測線測線No.58)No.58)
施工前：平成18年4月

追加距離(m)

施工後約2年3ヵ月：平成22年9月

捨
石
施
工

捨
石
施
工

追加距離(m)

追加距離(m)

施工後約3年3ヵ月：平成23年9月

捨
石
施
工

施工後約4年3ヵ月：平成24年9月

追加距離(m)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

横　断　図 No.58（測線L-2）
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2工区（測線No.46）

施工前：平成19年4月
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横　断　図 No.46（２工区）
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粒度組成
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測線位置図
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測線位置図

沖合500m区間の粒度組成の変化
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